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最近、家族をテーマにした映画やドラマが多い。それもか
つてのホームドラマではなく、血縁はない親子や、ＬＧＢＴのカップルと一緒に暮らす子どもなど、多様なつながりの家族を通じ 「家族とは何か」を問いかけるものがいくつもある。社会的な弱さやいたみを抱えた人びとが 相互に支え合う関係を「家族」として築きながら、生き方を模索するプロセスは、現代 社会で普遍性のあるストーリー もいえる。一方でそれら 家族の物語としてみせる重要な要素になっているのが、子どもである。現代においては、制度や役割に依らない家族のつながりを表すのに、子どもが、要の一つにっているのである。
アリエスが近代の産物として示した「子ども」は、後期近





















胎児の親たちには重い判断が迫られることになっ いるのである。国家が直接的に「子ども 質」に介入する優生政策とは異なり、産むか否か 選択を親たち自身 つきつける今日の状況は、市野川ら
（二〇〇〇）
のいう「新しい優
生学」ともいえ それは、個人 自己決定というかたちをとって実践されるが こうした自己決定の背後には、子どもをめぐ 責任や負担を過度に親 負わせる社会があ 。いずれにせよ極めて重 選択が 委ねられる時代である。
そしてベック
（二〇一四）
の指摘するように、グローバ
ル化した世界では、国境を越えた卵子提供や代理出産のほか、子育てを含む私的領域の労働力移動は様々なかたちで展開をしている。 「子ども」をめぐる愛や欲望は 市場や
社会的・経済的な力の差とも結びつき がら、拡大を続けているのである。
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